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学 び 舎 の 思 い 出

　苅野小学校は、1873（明治6）年に創立されまし
た。震災時の校舎は1982（昭和57）年に建築され
ましたが、階段には1階から３階までの窓が設置さ
れており、当時としては画期的な建築でした。苅野
小学校の特徴は校舎周辺の庭園・木々の素晴らし
さでした。古くは1971（昭和46）年から福島県学
校環境緑化コンクール国土緑化推進委員長賞を3
年連続受賞。1989（平成元）年には緑化功労内閣
総理大臣賞の栄誉を得ました。しかし残念ながら
今は面影をかすかに残すだけになってしまっていま
す。2017（平成29）年度には学校見学会が実施さ
れ、多くの地域の方々が訪れメッセージを残してく
れたことは、苅野小学校への思いが地域の方々の心
に残っているからでしょう。

苅野小学校

地域の方々の胸に残る
庭園・木々の素晴らしさが誇り

双葉郡浪江町大字苅宿字鹿畑 16
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１.　苅野の空の　朝霞
若い光よ　わたしらは
学びのめあて　一すじに
明るく清く　美しく
花とかがやけ　苅野小 

２.　鹿畑台の　つばくらめ
若い力よ　わたしらは
つばさの限り　今日をとぶ
正しく強く　すこやかに
高くはばたけ　苅野小

３.　室原川の　ねこやなぎ
若い仲間よ　わたしらは
遊びのなかに　手をつなぐ
やさしく直く　元気よく
日日にのびゆけ　苅野小

校　歌
作詞/長浜 久雄　作曲/天野 秀延
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明治 6 年 6 月 苅野村鹿畑に 英小学校として創立
（初代校長 苅宿俊昌氏）

7 年 7 月 苅宿、室原、立野、酒田、加倉の五カ村を学区とし、
苅宿小学校と改称

20年 4 月 学制変更と共に苅宿尋常小学校と改称

20年 7 月 町村制を実施。町村分合、西台、藤橋を併せて苅野
村と改称

20年 9 月
幾世橋、浪江、大堀、苅野の4カ村組合をもって高
等小学校を浪江尋常小学校内に置き、北標葉高等小
学校と改称

20年12月 高等科を併置し、校舎を改築し、苅野尋常高等小学
校と改称

昭和16年 4 月 苅野村国民学校と改称

17年 5 月 講堂建築着工、昭和19年3月竣工

22年 4 月 学制改革により福島県双葉郡苅野村立苅野小学校
と改称

27年 １月 家老分校新設開校

31年 5 月 町村合併により福島県双葉郡浪江町立苅野小学校
と改称

35年 3 月 校歌を制定

40年 ３月 家老分校廃校

46年 4 月 苅野中学校が浪江中学校と統合するに伴い、大字苅
宿字鹿畑16番地へ学校移転

46年 9 月 給食室を新築竣工

46年11月 福島県学校環境緑化コンクール国土緑化推進委員
長賞受賞

46年12月 全国花いっぱいコンクール優良賞受賞

48年12月
福島民友花壇コンクール特選、民友新聞社賞受賞

創立百周年記念式挙行

49年10月 福島県緑化コンクール県教育長賞、NHK福島放送
局長賞受賞

50年11月 福島県緑化コンクール県知事賞、民友新聞社長賞受賞

51年 5 月 全国植樹祭において福島県緑化コンクール文部大
臣賞、農林大臣賞、NHK会長賞受賞

昭和51年 7 月 プール設置工事が完了

52年 4 月 愛鳥モデル校に指定

54年12月 花いっぱい花壇コンクール特選受賞

57年 3 月 校舎改築第一期工事が完了

58年 3 月 校舎改築第二期工事が完了

59年 3 月 体育館新築工事が完了

60年 3 月 造園工事（PTA奉仕）完成

60年 6 月 運動場並びに庭園芝張り（PTA奉仕）完成

61年10月 第37回福島県学校環境緑化コンクール県教育長賞
受賞

62年10月 第38回福島県学校環境緑化コンクール県教育長賞
受賞

63年10月 第39回福島県学校環境緑化コンクール県知事賞受
賞、福島県民友新聞社長賞受賞

平成元年 7 月 緑化功労内閣総理大臣賞受賞

11年 9 月 校庭全面改修工事

12年10月 福島県小学校教育研究会体育科部会で授業公開

14年10月 全国学校体育研究優良校表彰

17年 4 月 学校評議員会を設置

23年 1 月 太陽光パネル設置工事が完了（体育館）

23年 3 月 東日本大震災および原発事故のため臨時休業、避難
所として使用（〜 12日まで）

23年 4 月 二本松市旧木幡二小で学校機能を再開。
学校は臨時休業

28年 8 月 児童へ震災当時の私物引渡を実施①

28年12月 児童へ震災当時の私物引渡を実施②

29年 8 月 学校見学会を実施

31年 3 月 休校

令和 2年 7 月 教育委員会、PTAによる苅野小学校見学会を開催

3 年 3 月 閉校

沿 革 

「ふるさと追想」

平成 23 年広報なみえ
10 月号より抜粋

浪江のこころ通信

　震災時、苅野小学校に通っていた孫の郁弥も無事に帰宅し、それから愛犬を伴って全
員で津島の避難所に行きました。配られる小さなおにぎりや４人で１個のメロンパン
を分け合って食べました。その大変な体験と、避難先の福島での生活を経験した孫は、
たくましくなったように感じます。避難するたびに転校することになった孫はかわい
そうでしたが、今では野球を頑張っています。
　私も妻も詩人としての活動が長いのですが、これから私が作詞した「ふるさと浪江」
のレコーディングがあります。私の中では浪江は、いつまでも美しいふるさとのまま
です。まだ無残な状態の浪江を見たくありませんが、落ち着いたら墓参りをしに一時
帰宅したいと思っています。

たくましくなった孫。そしてふるさと浪江を思う
根本 昌幸さん
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学 び 舎 の 思 い 出

震災前の学校の風景

かのはた祭りしめ縄づくり

学習発表会

鼓笛パレード

農業体験

プール開き

運動会
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旧校舎
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　発災は3月11日の14時46分でしたが、児童は13
時半に既に下校していました。職員室にいた教職員は
校庭へ避難。安否確認後、被害状況を確認。体育館に
避難所を設営。次第に地域住民が集まってきました。
防災無線で津波が来ていることを知りましたが、その
後停電。電話の不通により情報が入らなくなりました。
　翌朝から、バスにて津波被災者、役場付近に住む車
のない方、双葉町民、東電職員等最大600人ほどが避
難してきました。同日21時頃、自衛隊トラックによ
り避難者が津島地区へピストン輸送されました。
　その後、3月中は安否確認、避難先調べが続きました。 
　震災後年月が経つと、幾度も緑化コンクールで表彰
を受けた校庭周辺の庭園、木 も々一部は枯れ、野生動物

（イノシシ等）の被害を受け、ほとんど面影がない状況に
なってしまったのは非常に残念です。2016（平成28）年
には学校の除染が行われ、児童への私物引き渡し、震災
後の片付けも終了し、児童を受け入れる準備を整えてい
ました。

震災直後の記録とその後
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緑化コンクールの受賞碑

図書室（震災後）

学校の思い出（震災後）

学校の思い出（震災後）


